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市職員の給与などを公表します
問い合わせ

総務課人事係　☎２２-７７１９　

　竹原市職員の給与等の実態を市民のみなさん

に身近に知っていただくため、その概要をお知

らせします。

　市職員の給与は，基本給としての給料と扶養手

当、住居手当、通勤手当などの諸手当からなって

おり、国や他の自治体の状況を考慮したうえで、

「職員の給与に関する条例」等を定めています。

1　人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台帳
（年度末）

歳出額
A

実質収支
人 件 費

B
人件費率
B/A

22 年度
人件費率

23 年度
24 年 3 月 31 日
28,667 人

　千円
11,813,038

千円
289,119

千円
2,387,606

％
20.2

％
16.1

（注）人件費には、市長・議員などの給料・報酬等を含んでいます。

２　職員給与費の状況（普通会計予算）   

区分
職員数

A
給与費 1人当たり

給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B

人
235

千円
934,480

千円
114,266

千円
335,581

千円
1,384,327

千円
5,891

24 年度

（注）１ 職員手当には退職手当を含んでいません。

　　 ２ 給与費は平成 24 年度当初予算に計上された額です。

※部長級、課長級の職員の給料については、平成 24 年４月から平

　成 25 年３月までの給料月額を減額しています。（減額率：５％）

区分 初任給 採用 2年経過後

一般行政職 大学卒 178,800 円 191,200 円

高校卒 149,800 円 160,200 円

３　職員の初任給の状況　（平成 24 年 4 月 1 日現在）

区分 竹原市 国

一般行政職 平均給料月額 327,400 円 327,205 円

平 均 年 齢 40.8 歳 42.3 歳

４　平均給料月額・平均年齢の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）

区分 経験年数 10 年～ 15 年 経験年数 20 年～ 25 年

一般行政職 大学卒 288,000 円 382,400 円

高校卒 251,600 円 351,900 円

５　経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）

区分 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級
計

標準職務 部・課長 課長補佐 係長 主任主事 主事 主事 主事

職員数 26 人 13 人 48 人 37 人 34 人 12 人 4 人 174人
構成比 14.9% 7.5% 27.6% 21.3% 19.5% 6.9% 2.3% 100%

 

６　一般行政職の級別職員数の状況（平成 24 年 4 月 1 日現在）

７　職員手当の状況

（1）期末・勤勉手当の支給割合　

　　　（平成 24 年 4 月 1 日現在）

区分 市 国

期末手当 2.60 月分 2.60 月分 

勤勉手当 1.35 月分 1.35 月分 

計 3.95 月分 3.95 月分 

区分
支給率

自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.50 月分 32.76 月分

勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度 59.28 月分 59.28 月分

（2）退職手当　

　　　（平成 24 年 4 月 1 日現在）

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（２～ 20 ％加算）

区分 給料月額 (円 ) 期末手当

市　長 ※減額後  733,500 円 
６月期　 1.90 月分

12月期    2.05 月分

    計　 3.95 月分

副市長 ※減額後  618,450 円 

議　長 440,000 円 

副議長 395,000 円 

議　員 355,000 円 

※市長、副市長の給料については、平成 15 年 4 月から給

　料月額を減額しています。（減額率：市長10％，副市長7％）

８　特別職の報酬等の状況　（平成 24 年 4 月 1 日現在）

９　定員（一般職）の状況

　　部門別職員数の状況　（各年 4月 1日現在）

区　　分 職員数 対前年増減数

部　　門 平成 23 年 平成 24 年 平成 23 年 平成 24年

一般管理 議　会 3 3

総　務 47 48 1

税　務 15 16 1

労　働 1 1

農　水 11 10 2 -1

商　工 6 5 1 -1

土　木 27 27

小　計 110 110 3 0

福祉 民　生 68 74 3 6

衛　生 15 16 1 1

小　計 83 90 4 7

一般行政部門計 193 200 7 7

特別行政
教　育
小　計

41 33 -5 -8

41 33 -5 -8

公営企業等
水　道

下水道

その他

小　計

11 10 1 -1

8 7 -1

15 16 1 1

34 33 2 -1

総合計 268 266 4 -2

ラスパイレス指数 103.0

※ラスパイレス指数とは、地方公務員のうち、一般行政職

　の職員の学歴別、経験年数別構成等を国家公務員の行政

　職の職員と同一に仮定して各自治体ごとの平均給与額を

　求めて、国の平均給与額を 100 として算出したものです。

◆

（注） 区分の欄は、代表的な標準職務を掲載しています。

（平成 23 年 4 月 1 日現在）
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先人達は
私たちに

何を託したか
⑥まちの誇りを確信！

　　　　問い合わせ

文化生涯学習室

　　　　☎ 22-7757

読
者
を
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を

　
　
動
か
し
た
新
聞
記
者

　

町
並
み
保
存
地
区
が
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
時
の

立
役
者
の
一
人
に
、
か
つ
て
竹
原
の

情
報
を
発
信
し
続
け
た
芸
南
新
聞
の

記
者
（
故
）
脇

わ
き
ば
や
し
む
つ
し

林
睦
さ
ん
が
い
ま
す
。

　

脇
林
さ
ん
は
、
国
の
選
定
前
か
ら

「
町
並
み
シ
リ
ー
ズ
」
を
連
載
す
る

な
ど
、
建
物
の
特
徴
、
守
る
会
の
設

置
の
必
要
性
、
伝
建
制
度
は
市
民
主

体
の
取
組
み
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
提

言
し
て
い
ま
し
た
。

　

脇
林
さ
ん
の
豊
富
な
情
報
と
提
言

は
、
住
民
の
人
々
の
心
を
大
き
く
動

か
し
、
「
町
並
み
保
存
地
区
は
竹
原

の
誇
り
だ
か
ら
、
後
世
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
保

存
へ
の
自
覚
を
促
す
と
と
も
に
、
保

存
に
向
け
た
取
組
み
へ
の
機
運
を
醸

成
し
ま
し
た
。

　

選
定
後
は
、「
町
並
み
辞
典
シ
リ
ー

ズ
（
民
家
再
生
な
ど
）
や
竹
原
の
民

家
シ
リ
ー
ズ
（
家
の
特
徴
を
紹
介
）
」

を
掲
載
し
、
建
物
の
価
値
の
啓
発
や

保
存
・
活
用
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

国
の
選
定
　
未
来
へ
の
継
承

　

脇
林
さ
ん
と
同
様
に
、
竹
原
町
並

保
存
会
、
竹
原
青
年
会
議
所
な
ど
多

く
の
人
々
の
取
組
み
に
よ
り
、
昭
和

57
年
、
全
国
で
19
番
目
の
重
要
伝
統

建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
選
定
を
機
に
、
町

並
み
保
存
地
区
は
、
全
国
的
に
よ
り

一
層
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
と

と
も
に
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く

機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

町
並
み
保
存
地
区
に
住
ん
で
い
た

脇
林
さ
ん
は
、
晩
年
、
よ
く
胡
堂
に

腰
掛
け
、
本
町
通
り
を
眺
め
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
脇
林
さ
ん
に
は
、
町
並

み
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
姿
は
ど
う

映
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

▲選定前後の芸南新聞記事

　みだし

歩
い
て
発
見
、
町
の
記
憶

　

市
で
は
、
歴
史
文
化
を
次
世
代
に

継
承
す
る
た
め
に
、
人
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

荘
野
公
民
館
で
は
、
新
本
直
登
市

史
編
さ
ん
嘱
託
員
を
中
心
に
「
ふ
る

さ
と
再
発
見
講
座
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
昔
を
よ
く
知
る
地
域
の
み
な

さ
ん
と
共
に
神じ

ん
で
ん田

地
区
の
町
並
み
を

歩
き
、
か
つ
て
荘
野
の
中
心
地
だ
っ

た
神
田
の
町
並
み
の
、
約
60
年
前
の

姿
を
地
図
上
に
再
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
自
分
た
ち
の
住
む

地
域
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の

か
、
昔
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
の
は
な
ぜ

か
な
ど
、
地
域
の
歴
史
文
化
に
触
れ
、

楽
し
み
な
が
ら
取
組
み
を
継
承
し
て

い
く
人
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

甦
る
町
の
に
ぎ
わ
い

〜
町
が
丸
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
〜

　

古
い
水
路
の
石
垣
や
色
あ
せ
た
店

舗
の
看
板
な
ど
、
町
の
あ
ち
こ
ち
に

残
る
昔
の
記
憶
を
拾
い
集
め
、
か
つ

て
の
町
の
姿
を
地
図
に
描
い
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
再
現
さ
れ
た
神
田
の

町
並
み
に
は
、
鍛
冶
屋
や
呉
服
屋
、

食
料
品
店
か
ら
薬
局
ま
で
、
多
く
の

店
舗
が
立
ち
並
び
、
「
こ
の
場
所
に

来
れ
ば
何
で
も
揃
う
」
コ
ン
ビ
ニ
の

地図に再現された　

60 年前の神
じんでん

田（新庄町）の町並み

問い合わせ

文化生涯学習室　☎２２-７７５７　

よ
う
な
町
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
荘
野
は
沿
岸
部
と
山
間
部
を

結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
、
他
の

地
区
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
と

て
も
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

地
図
上
に
昔
の
町
並
み
を
再
現
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
当
時
の
人
々
の

生
活
に
思
い
を
馳
せ
、
自
分
の
住
む

町
へ
の
愛
着
や
、
地
域
の
絆
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

▲地域ガイドによる説明を

　聞く講座参加者

▲再現された 60 年前の神田の地図




